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◆表紙デザインと画像◆

　デザイン要素に取り入れています「正六角形」は玄武すなわち亀の甲羅を表し、長寿のシンボルとして古来より尊ばれた
紋様です。なお、高温工学試験研究炉「HTTR」の燃料体も正六角形です。
　画像は、グラフェンの構造と固体電解質膜の電気化学反応系から成る水素同位体分離デバイスの概念図（左上）と核データ
ライブラリ JENDL の開発と利用の模式図（右下）です。
　前者は、量子トンネル効果により水素同位体イオンの高い選択的透過性を持つグラフェンを電気化学反応系に組み込んだ水
素同位体分離デバイスです。本システムにより、低コストの重水素分離デバイスの実現を目指します（第 3 章トピックス 3-5、p.32）。
　後者は、最新の核データライブラリJENDL-5 の開発と利用を模式的に表したものです。J-PARC の測定や核反応のモデル計算な
どの最新知見を JENDL-5として集約し、様々な放射線利用分野で必要な基盤データを提供しています（第 4 章トピックス 4-2、p.37）。

原子力機構が保有する知的財産のうち、産業上応用可能な特許技術やノウハウ等を解説した
「JAEA 技術シーズ集 第 9 版」もご参照ください。

原子力機構全体の活動状況は、「2022 年度事業報告書」をご参照ください。
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グラフェンの構造と固体電解質膜の電気化学反応系から成る水素同位体
分離デバイスの概念図（トピックス 3-5） 国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構
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最新核データライブラリ JENDL-5 の開発と利用（トピックス 4-2）
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